
二十五三昧会　101回例会

活動事例にみる、
これからのお寺の可能性

■プロフィール
遠藤　卓也氏『一般社団法人 未来
の住職塾』 理事
東京都生まれ。
2003年より東京・光明寺にて「お寺
の音楽会 誰そ彼」を主催。活動を通
じて地域に根ざすお寺の「場づく
り」に可能性を感じ、2012年から未
来の住職塾の運営に携わる。寺院
の事例紹介や広報に関する講演・
研修を多数手がける。また、各地の
寺院への取材・交流から知る多くの
活動事例や情報をもとに、個別のお
寺への伴走サポートなども行なう。
著書『お寺という場のつくりかた』
（学芸出版社）『みんなに喜ばれる
お寺33実践集』（興山舎）

◆参加無料・予約なし! どなたでも自由に参加できます! 詳しくはお寺までご連絡ください。（平日10時～16時）

お問い合わせ─観瀧山 岡本寺（こうほんじ） TEL.072-793-0203

検索川西市岡本寺ホームページ https://www.kohonji.jp または

〒６６６-０１２１ 兵庫県川西市平野１-３３-１４  TEL/FAX０７２-７９３-０２０３  mail：vyku１１９７６＠nike.eonet.ne.jp　

講師：遠藤　卓也さん　一般社団法人『未来の住職塾』理事

　遠藤さんは在家の人で、キリスト教系の大学を出て、コンピューター
関係の仕事をされておられたそうです。音楽のイベントを開催するのが
趣味で、あるお寺をお借りしてイベントを開催した時にお寺の持つ可能
性に魅せられ、それからお寺と関わるようになり、そのお寺の僧侶と一
般社団法人「未来の住職塾」を立ち上げました。12年間で700カ寺余
のお寺との関係が出来、様 な々事例を見聞し、様 な々提案を住職や寺
族にしてこられました。今のお寺を取り巻く社会状況を①コロナ禍で直
葬・墓じまい・仏事縮小が加速している。一方、②無宗教だけど仏教に
は関心ありという人が増え、「仏教ブーム」で本屋さんには仏教書が並
び、マインドフルネスや坐禅会が流行っている。③コミュニティの在り方
が変化し、「所属型コミュニティ」（地縁・血縁・檀家など）から「接続
型コミュニティ」（枠の中に自分を置いて群の一員になるのではなく、個
人と個人とがさまざまな形でゆるやかに接続する形）に変化しつつある
と遠藤さんは分析されます。
　みんなでお寺を取り巻く社会情勢を学び全国のお寺の実践例をお
聞きします。「少子超高齢社会を支えあうお寺」でありたいと願う岡本
寺にあった活動をみんなで創って行けたらと考えて、遠路はるばる遠
藤さんにお越し頂くことになりました。乞うご期待。

9月24日（日）お話：14時～16時 予約不要/会場本堂

みんなで作ろう! 少子超高齢社会を支えあうお寺。


